
昭和27年度に於ける

〔ⅩⅠⅩ〕電 線

ELECTRIC WIRES AND CABLES

慣及び伸銅品は新しい

材料の実用化､高性能製造機械及び新作業管理方式の採

用等により､その品質並びに生産技術は格段の進歩を遂

げた｡

アルミ線､特にA.C.S.R.についてほ27年初頭から

生産を再開したのであるが､日立製作所に於ては過去に

於ける経験と､各方面の需要に応えて銅の加工々場と､

完全に独立したアルミ専用工場を設けたことと､従来の

標準をはるかに上廻る長尺物を作ることが出来るように

したことなど画期的改善をして各方面の好評を得ている

が､更に社内各研究所並びに各関係部門の積極的な協力

のもとに超高圧送電に関する研究を進め品質の改善にそ

れぞれ対策を講じている｡

また銅合金関係に於ては耐熱鋼の研究と設備の充実に

より大寸皮の整流子片や長尺平角耐熱銅線が製造され､

大容量 気､機械の設計､製造の領域を著しく拡げた｡

合成ゴム及び合成樹脂の研究とその応用ほ特筆に値す

るもので､新製品の域を脱却して完全に実用期に入った

ものといえる｡特にネオプレン､ポリエチレン及び塩化

ビニルに対する応用範囲ほ極めて広く､その一端を示す

と次に述べる通りである｡

クロロブレン系合成ゴム(ネオプレン〕､アクリロニト

リル共重合物(ハイカ←OR〕､珪素ゴムなどほそれぞれ

当寺異な性質を有するものであるので､これを単独または

ゴム混和物と構造的に組合せて使用することによつ

線の性饉を大巾に改善することが出来るようになつ

た｡なおGR-Sゴムも天然ゴムに比べ耐老化性に優れて

いるので､さらに安価に入手出来るようになれば十投配

線用として有利なものといえる｡

合成樹脂に於ては塩化ビニル樹脂の研究が進み､前年

皮に比べて 気的性育巨､熱安定性などの点は著しく改善

され､価格の低廉と相供ってこの種電線の需要を飛躍的

に増加させた｡ポリエチレンの輸入が容易になったので

その応用範囲は漸次拡大され､高周波同軸ケーブル7之び

通信線に通用され大量に使用された｡特にポリエチレン

絶縁ビニルシースの所謂オrルプラスチヅク通信ケーブ

ルほ通信系統の事故僅少なことゝ工事が簡単であるた

め､従来の紙絶縁通信ケrブルよりはるかに優れたもの

で将来性のあるケ∵-ブルであるといえる｡また珪素樹脂

ガラス巻線､および珪素ゴム絶縁ガラス編組緑など一連

の耐熱 線は超耐熱性を要求するH級絶縁の電気機器用

として使用され始也たが､今後需

といえる｡さらにナイロンまたほア

の伸びる電線の一つ

ランのようなポリ

アミド系の合成樹脂を保護シースとして実卿ヒすること

も27年更に放て実現されたっ

通信ケーブルに於ては前述のようにオールプラスチッ

クケ∵←ブルの出現が特記される記録であるが､さらに鉛

硬の代りにアルミシ′--ヌが登場し各方面で実用化に対す

る研究が行われているが､日立 作所に於ても研究試作

が完成した｡7ルミシース通信ケーブルは従来の鎗被ケ

ープルに比べ軽量で耐 性があり外傷に強いという特長

があるけれども､なおシース接続部の防蝕につき多少問

題が残されている｡さらに通信ケ㌧-ブルに於ては以上の

外に搬送ケーブルの琴造研究が行われた｡

電力ケーブル関係にも大きな進歩をみた｡即ち絶縁油

を主体とする材料の検討と含浸技術の改善とによってそ

の品質ほ著しく改善され､また最近特に問題となってい

る防蝕とガス庄ケrブルに於ても活溌な研究が行われ

た｡ケrブルの防蝕としては紙テr7'と綿テープの組合

せによる簡易防髄層を始めとし､ガラステープ防蝕､天

然ゴム防蝕及びネオプレソ防蝕などが挙げられ､特にガ

ラステrブ防蝕層とネオプレン防蝕が種々の点で採用さ

れる範囲が広く､また防顔層についてほ従来鎗被の防蝕

に主眼が置かれていたが､鎧装用鋼帯の化学腐蝕に対す

る防蝕法も問題になり､鋼帯の特殊処理と前記防蝕材料

を併用することによってこの方面も改善されている｡ガ

ス圧ケ㍉-ブルは比較的低廉な価格でOFケーブルと同じ

く線路の鎗被外傷を監視することが出来､さらに含浸油

が少くて済むので傾斜地帯の布設に通すること及び性餞

が安定であるなどの特 を持っているので極めて将来性

のあるケ←ブルである｡日立製作所に於てほ既にこのケ

←ブルの試作を完了しで性能を検討中である｡またこの

ケーブルに放ては附属

面に対しても試作品を

の研究も重要なものでこの方

作して検討を加えている｡

電力及び通信ケー ブル

Power and Communication Cables

特殊搬送乙局内ケーブル

SwitchboaTd Cabies･Of Carrier Type

搬送局内ケーブルは端局装置機器間の配線に使用され

る関係上､電気的特性､不燃性､防湿性ならびに可揆性
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第1囲 0.9皿mX8対特殊搬送乙局内ケトゲル

Fig.1.Switchboard Cableof CarrierType

などに優れていることが必要とされている｡

この度日立製作所で製作したものは0･9mmx8対韓

殊搬送乙局内ケーブルで､その 造は電信 話公社(旧

電気通信省)規格で第1表に示す通りである｡

(1)心 線

0.9mm軟 線上にエナメル皮膜を0･02mm以上に

焼付け､桐糸厚0･1mm以上､色別綿糸2/♯4212本で

横巻する｡

(2) 蔽対

心線2条で対を構成し､紙テープを巻いた上を鉛テr

ブで縦方向に包み

ね巻きする｡

(3)ケーブル心

蔽を行い､さらに色別紙テrプを重

対を上記規格によって集合した上を製造所名及び

製造年を印刷した紙テープで重ね きし､パラフィン75

%以上の混和物を真空乾燥した後含浸させる｡

(4)編 組

ケーブル心上を綿糸2/#42で密巻きした鱒､綿糸2/

♯20で編組を施す｡

特 性

特殊搬送乙局内ケーブルの特性に於て､製造上最も留

意しなければならない点は

を小さくすることである｡静

話の原因となる電磁結合値

結合はその構造上から考

慮を払わなければならない程の値とはならない｡

今回電信電話公社に納入した製品は第2表に示すよう

に優れた性能をもっている｡

ユニット型市内ケーブル

Unit Type City TeIephone Cables

東京都を初めとして大都市の復興に伴い､市内通信は

近時益々段賑を極め､所 400対以上の多対ケーブル即

ちユニット型ケrブルの必要性が増大して来た｡

日二立 作所に於てほ､既に0･65mm400-000対ユニ

第1表

Tablel.

特殊搬送乙局内ケ←ブル構造

ConstruCtions of Switchboard

Cables of Otu Carrier Type

1対特殊搬送乙局内ケーブル

2対 殊搬送乙局内ケrブル

4対特殊殿送乙局内ケrブル

6対特殊搬送乙局内ケrブル

8対特殊搬送乙局内ケーブル

10対特殊搬送乙局内ケーブル

12対特殊搬送乙局内ケrブル

14対韓雅称送乙局内ケーブル

24対特殊撒送乙局内ケrブル

28対韓殊搬送乙局内ケーブル
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第2表 0.9mmx8対特殊澱送乙局内ケーブルの

性能

Table2. Characteristicsof HitachiSwitchlヵard

CablesofOtuCarrier Type,0.9mmx8

Pairs,in Comparison with Standard

RatiIlgS

第2図 0.5mml,000対ユニット市内星鉛被

非ケープ/レ

Fig･2･Unit Type,PaperInsulated･Star

Quadded,LeadSheathedCityTele･

phoneCableO･5mml,000Pairs

第3図 0.5mm即0対ユニット市内星鉛被

非ケ←ブル

Fig.3.Unit Type,PaperInsulated,Star

Quadded,LeadSheathedCityTele-

phone Cable O.5mm800Pairs
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ソト塑ケーブルを初め0･5mm400対等のユニット型サ

ーブルの製作を行い､日本電信

部に納入 した実子

話公社及び在日兵端本

を持っているが､今回更に0.5mm800

対並びに1,000対ユニット市内星鎗被非ケーブルを製作

し､日本電信眉話公社に納入した｡

本品ほ経て日本電信電話公社規格(仕-367号2坂)

に準拠するものであって､それらの電気的性能ほ第3表

の通りであり､規格を十分満足するもので良好な成績を

収めた｡即ち､製作に当っては細心の注意のもとに各工

程の厳密な中間検査を経て許容された不良クワッドほな

く､良好な成

高

が得られたものである｡

周 波 ケ ー ブ ル

Ⅱigh Frequeney Cabl.es

近年に於ける無線通信の発達は顕著なものがあり､

報道に治安にまた業務連絡にと超短波無線機の利用ほ益

益増加の一途を辿っている｡このような超短波無線の発

達ほ通信機静こ対する浣まない研究結果によることほ勿

論であるが､反面優秀な高周波ケrブルの出現に与るこ

とも大きいといわなければならない｡

従来超高周波用の絶縁物としてほステアタイト､ポリ

スチロ←ルなどがあって､これらの 生ほ優れては

いても機械的な面､特に可揆性に欠けているのでケ｢ブ

ル製造上に種々の簸点があり､電気的特性の均一なしか

も安定性のあるケ㍉-プルを量産することが出来難かつ

た○ しかしポリエテレソが輸入され始めてからはこれら

の欠点を除去することが出来､今日まで永らく渇望され

てきた超高周波用の特性の優れた可

が可能となった｡

性ケーブルの製造

日立製作所に於ては夙にこれを刷､た充実型同軸ケ【

ブルを製造して需要に応えてきたが､テレビジョン放送

実現の時期到来に先んじてテレビジョンフィーダに関す

る研究に着手､現在に於てほその成果として囁々の型式

のケ⊥ブルの製作を開始して好評を得ている｡以-Fにこ

第4図 可境性同軸ケ ー ブル Fig.4

論 第35巻 第1号

第3表 ユニット市内屋鉛被非ケ【プルの
電気的性能

Table3.ElectricalCharacteristics
of Unit

Type City Telephone Cable

れら高周波ケーブルの27年皮に於ける成果の二､三に

ついて紹介することゝする｡

可1陰性同軸ケーブル

このケ㍉-ブルほ超短波無線機のアンテナ餞 泉､機器

問の配線等に広く使用されているケーブルであるが､種

々の同軸ケrブルの構造のある中で現在第4図に元すよ

うなポリエチレンの充実型が主として使用されている｡

このようなポリェテレソ充実型のj

は非常に頑丈になり

造にすると機械的に

気的特性も優秀でしかも線路全長

に亘って均→なケーブルを得ることが出来る｡更に可摸

性の点についても従来使用されてきたポリスチー,･-ル釣

鎧型､スポンジゴム充実型に比較して何ら

従って移動無類

色がない｡

置のような可擁性を要求される線路

として最適のもので､しかも使用周波数が数百メガサイ

クルに致んでも高度の

る｡

気白勺性能を発揮することが出来

SeveralTypesofFlexible CoaxialCables
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第4表 ポリエチレン充実型同軸ケーブルの棒 と特性

Table4.Construction and Characteristics of Solid Type

PolyethyleneInsulated CoaxialCables
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第4表は日立 作所が 造しているポリエチレ∵/充実

■-

-

､

､

周 波 数(〟C)

第5図 ポリエチレン充実型同軸ケーブル減衰

量の周波数J持性

Fig･5･Relation betweenFrequencyaTldAt-

tenuationofSolidType Polyethylene

Insulated CoaxialCables

第5表 テ レ ビ ジ ョ ン

Tat)le5.Construction and

型同軸ケーブルの代表的な型の構造と特性である｡第5

図はそれぞれの型の減衰量の周波数特性で､この特性ほ

大体周波数の1/2乗に比例している｡またポリエテレソ

による減衰量は僅かで空気絶縁をした問款型ケrプルに

匹敵する特性をもっている｡

テレビジョンケーブル

このケーブルはテレビジョン及びFM受信機の引込

線機器配線に使用する平衡型の平型二心電線である｡従

来はゴム 泉がこの用 に使用されていたが､高周波損

失が多く不満足なものなので､日立製作所は絶縁体にポ

リエチレソを用いてこの問題を解決し高度な平衡型ケー

ブルを製作している｡

このケーブルの構造は第`図に示すように2条の軟鋼

撚線上に押出機によってポリエテレソを平型に被覆し線

条間隔を一定に保ち所要の電気白勺特性を満足させるよう

にしたものであり､つぎのような特長を持っている｡

1.軽量で丈夫である｡(このケrブルと同一の伝送

特性をもつ同軸ケーブルの重量ほ2倍以上となる)

ケ ー ブ/レ の 構造 と 特性

Characteristics of TeIevision Cables

23

14

13

75

86

89
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減

衰

量

第7図

Fig.7.

第6図

Fig.6.

ガ

ガ

テ レ ビ ジ ョ ン ケ ー ブル

SeveralTypes of Television

Cables

〟 〟 ガ 〝 ノ〝

周波数(〟c)

テレビジョンケーブル減衰量の周波数倍性

Relation betweenFrequencyandAttenu-

ationofPolyethyleneInsulatedTelevision

Cables

2･価格低廉であり､簡単に架設出来る｡

3･アンテナのイソヒ㍉-ダンスに正確に整合するよう

に製作されている｡従ってテレビジョン受像などの

場合は画像を鮮明にする｡

4･滅衰量が非常に少い｡しかも屋外に曝露されても

ポリエチレソの老化防止に対する考慮が払われてい

るので長期間安定に佐相出来る｡

ポリエチレンによって生ずる漏洩減衰量を更に少くす

る方法として2線条間に空隙部を設けた構造のケーブル

も製作している｡

現在日立製作所が製作しているテレビジョンケーブル

の代表的な塾の構造と特性を示すと第5表及び第7図の

通りであるが､日立製作所はこれ以外にも用途に応じて

各種のポリエチレンケ←ブルを製作している｡

ポリエチレン絶縁ビニルシース

通信ケーブル

PolyethyIeneInsuI■ated P.Ⅴ.C.Sllea仙ed

Communication Cables

ポリエチレン絶縁ビニルシース通信ケr7■ルは､ポリ

エチレンで絶縁した対(線心)を所要数集合し､その上

に塩化ビニルを主体とした混和物をシ㌧-スとして被覆し

た通信ケ←ブルで､従来のケーブル構成材を凡てプラス

チック材料におき換えた注目に値するケーブルである｡

日立製作所からこのたび大阪市交通局に納入した0.9

mm30対ポリエチレン絶縁ビニルシrス通 ケーブル

ほ､我国でほこの程のケーブルの尖端を往くものでその

特長と構造ほ以下に述べる通りである｡

特 長

の通信ケー7■ルは従来の紙- 縁鈴被ケーブルに比べ

て多くの優れた特長をもっているが､そのうち主な点を

挙げると次の通りである｡

(1)回線の確保

紙絶縁鎗被ケーブルはその構造上から接続部の不完全

またほ鎗俄に針孔や亀裂などの障害がおきると湿気の侵

入によって次第に絶縁が低下し通信不能に陥るが､プラ

スチックを使用した通信ケ∵-ブルは万一外部被覆が損傷

するかまたほ接続の不完全などによって湿気が侵入する

状畝こあっても､線心が非吸入性のポリエチレンで絶縁

してあるので湿気による絶縁障害を受ける心配がない｡

従って湿気の多い場所や不完全な取扱を受け

ろに適している｡

(2)耐電圧と電気的な

紙絶縁ケーフールの心線相互間の耐

程度であるが､ポリエチレソ絶縁通

チレソの耐

ちなとこ

圧はA.C.1,000V

ケーブルほポリニL

圧が約40kV/1mmであるので､絶縁厚

第8図 0･9mmx30対大阪市交通局納ポリエチレン

絶縁ビニルシ‥-ス通信ケーブル

Fig･8･0･9mmx30Pairs PolyethyleneInsulated

P.Ⅴ.C.Sheathed Communication Cable
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第 6 表 0.9mmx30対ポリエチレン絶縁塩化

ビニル被覆通信ケ←ブルの

Table6.0.9mmx30PairsPolyethyleneInsulated

P.Ⅴ.C.Sheathed Communication Cable

第7表 0･9mmx30対ポリエチレン絶縁塩化

ビニ/レシrスi酎言ケーブルの性能

Table7.Characteristic of O.9mmx30Pairs

PolyethyleneInsulated P.Ⅴ.C.

Sheathed Communication Cables

項 目l規 格l性 能

にも関係するが大体A･C･1,000～5,000V程度の高い耐

電圧をもっている｡さらに外部シースには絶縁に優れた

塩化ビニルを用いているのでケrブルの外部からの高圧

混入を防止することが出来送

いる｡

繰と並行架設にも適して

(3)防蝕性

鉛被ケrブルは電気的及び化学的腐蝕を受けるので､

鉛被上に種々の防蝕層を設けて鎗被の腐蝕を防いでいる

が､プラスチックを用いたこの通信ケーブルは塩化ビニ

ルシース自体が防蝕性物質であるので腐蝕によるケーブ

ルの障害ほ全くない｡

(4)軽 量

プクスチックを用いたこの通信ケ←ブルは極めて塞量

が軽いので､メッセソジャーワイヤなども細いもので十

分である｡

第8衰 ポリ エチ レン絶縁午勿の性能

Table8.Characteristics of Polyethylene
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第9表 塩化ビニルシ←スの性能

Table9.Characteristics of P.Ⅴ.C.

(5)経済性

紙絶縁鎗被防蝕通

るので軽量であること

来る｡

ケ←ブルより 20～30%安価であ

ゝ共に建設費を安くすることが出

大阪市交通局に納入Lたケーブルの構造

今回納入した0･9mmx30対ポリエチレソ絶縁ビニル

シrス通信ケナフ■ルの構造は第占表の通りである｡

防 蝕 ケ ー ブ ル

Corrosion-Proof Cables

最近 種の原因により地下ケrブル鈴被の

各都市及び電気鉄道沿線に頻

蝕障害が

に発生しその防止策が重

大な閲歴になってきている｡これの具体的対策として近

時広く防蝕ケーブルが使用されるようになった｡
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第9図

Fig.9.

3,000V3cx150mm2 防餞ケーブル

3,000V3cx150mmZ Corrosion-Proof

Power Cable

第10図

Fig.10.

1.2mmx28対市外防蝕ケーブル

1.2mnx28P Corrosion-Pro()f Toll

Cable

防蝕ケーブルとして今後問題忙なるのは主として管路

引込用ケ㌧-ブルについてゞあろう｡管路に防蝕ケーブル

を引込む場合絶対的に必要とされ満足されなければなら

ない条件は主として次の二つである｡

(1)ケーブル引込みの際ケrブルと管路引込み口並

びに管路との間に大きな摩擦力が快くのでケrブル

の表面は特に機械的に強放でなければならない⊂

(2〕ケーブルを管路から引抜く場合容易に引抜ける

ようケrブルの表面ほ或る程度の滑性を必要とす

る｡そのためには布設使用中に温度の影響によって

防蝕層が軟化し管路に粘着してはならない0

これらを満足するものは従束仲々得られなかったが種

々検討した結果､ネオプレソを用いたものによってこれ

らの条件は十分満足されるようになった0

ネオプレソの特長i･まいうまでもなく次ぎのようなとこ

ろにある｡

(1)老化に対して威い(酸素､オブソ､コロナ等｣

(2)耐候性､耐油性､耐化学薬品性が優れている0

(3〕耐熱性が大である｡(80～1500C)

論
欝
1
0
表

TablelO.

第35一巻 第1号

3,000V3cx150mm2防蝕ケーブルの構造

Constructions of 3,000V 3cx150mm2

Corrosion-Proof Power Cable

備考 最外層表面にパラフィン系滑性塗料塗布

第11表

Tablell.

1.2皿mX28対市外防蝕ケーブルの構

Constructions ofl.2mmx28Pairs

Corrosion-Proof TollCable

備考 最外剛こはアスファルト系塗料を塗布した後マ

イカ粉を混入した滑性塗料を塗布した

(4)不 性である｡(塩素含有量は約40%)

(5)気体及び7k分の が小である｡

以上の外に機械的にも政敵で､例えば耐磨耗性につい

ても使用条件が苛酷の場合は天然ゴムより遥かに優れて

いる｡唯体積固有抵抗が1012J2-Cm程度で低いた捌こ一

般絶縁用としてよりは保 被覆用として米国などで広範

困に使用されている｡

このネオプレソを防蝕ケ㍉-ブルに応用する場合には上

述の諸特性を生すと共に固有抵抗の低い点を補う往き方

でケ㍉-ブルの構造を外層にネオプレソ､内層に天然ゴム

を使用する｡

日立製作所iこ於けるこの種の防蝕ケーブルについて以

下具体的に て/ヾることゝする｡

昭和27年動こ製作納入したものゝ巾で東京電力納入

の防蝕ケーブルの構造ほ第10表に､関西電力へ納入のも

のほ第11表にそれぞれ示した｡

防蝕ケーブルの製作忙当っては鎗被と防蝕層及びゴム

とネオプレソ問の接着が問題であり､特に鎗被との接着

が重要であるここの目的にほ特別接着剤を使用して鈴被

との接着に完全を期した｡

これらの防蝕ケーブルの規格､試験方法及び試験結果

を第12表に示した｡
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第12表

Table12.

防 餞 ケ ー ブ ル の 規 格

Speci丘cations of Corrosion-Proof Cables

東 京 電 力 関 西 魔 力

.噴
規 格(1〕 実 測 値 親 格(2) 実 測 情

試 験 方 法

絶 縁 抵 抗

絶 縁 耐 力

屈鼎浸液試験

摩 擦 試 験

温 度≡ 盲試 験

密 着 試 験

2Mβ/km
以 上

A.C.1,000V

l 分 間

仇5%H2SO4

1M遁/m以上
0.5%NaOli

lMβ/m以上

裂傷剥離せ
ず

0･1MJ2/m
以 ｣二

rlOOCl時
間､600Cl
時間

著しく軟化

又は亀裂を
生じない

123.3

Mβ/1くm

良 好

570,000

MJ2/m
535,000

＼lr.一l:!

良好176,500

MJ2/m

2MJ2/1くm
以 上

A.C.3,010V

l 分 間

0.5%H2SO4

0･1MJ2/m
以 上

0.5%NaOH

O.1MJ2/皿
以 上

裂傷剥離せ
ず

0.1Mβ/m
以 上

平均剥離速
度

10cm/5分
以 下

192.5

MJ2/1(m

良

150,000

MJ2/m
80,000

ヽlJ､一::て

良 好

3,300Mβ/m

剥離せず

(1)全長を常温水中に2時間浸漬後の倍
〔2〕試料を 3%食塩水中に24時間浸漬

後の偶

(1〕全長常温水中に浸漬直後の借

(2)全長を常温水中に浸漬1分彼の値

(1)(2)5～100Cに1時間保ち20倍の屈
曲を2同行った後400Cの0.5%H2SO4

水溶液及び400CNaOH7Jく溶液に2時
間浸漬後の偶

(1)(2)0.6～0.8摩 係数のコンクリー
ト平根上に自宅の24倍の荷重を加え
2Pm/分の遺産で約8m移動する｡こ
れを常温水中2時間浸漬後の倍

一100C に1時間保ち亀裂を生じない｡

(1)(2)更に常温後これを600Cに加熱
しても著しく軟化しない

(1)(2〕巾2cmの短冊形切傷を入れ2kg
の錘を吊して平均剥離遺産を測定する

上記の試験結果は両者とも規格に対して優れた値とな

っている｡更に関西電力へ納入のものほ長期泣液試験を

行った｡その結果ほ第11図に示している｡図に明かなよ

うに約70日間の 浸藩 果ではその低下は極めて少ない｡

また紙綿帯の軽防蝕に比較すると約1万倍以上の値を元

している｡ゴム､ネオ70レン系統の防蝕層は製作 中に

於て加硫工程があるのが普通であり､加熱を受けるので

特に電力ケ∵←フナルの場合ほ 品そのものゝ

性能低下が懸念されるところであるが､今回

的特性の

作した束

京電力納入の防蝕暦付電力ケーブルについてその防蝕層

の加硫前後の絶縁抵抗及び誘電体力≧

絶
縁
抵
抗
協

について測定した

第11図1･2×28P市外鉛被ネオプレン防蝕ケーブル

屈曲後の長期浸液による絶縁紙杭の変化

Fig.11.Insulation Resistance of l.2mmx28P

Corrosion-Proof Toll Cable which is

Bendedin O.5%Caustic Soda Solution

結果第13表に示す通り全くその性能に差ほなく劣化が認

められない｡

ア ル シ ー ス ケ ー ブ ル

Aluminitlm Sheathed City Cables

ケーブルのシ㌧-スとして従来

が､最近これをアル

が使朋されてきている

に置き換えた所 アルミ シースケ

ーブルが各方面で取り上げられるようになってきた｡
工 的に成り立つと考えられるアルミシースケーブル

の製造法にほこれを大別して次の二つをあげることが出

来る｡

//クワッド

一一一上巻絶縁紙

アルミニワム被覆

第12図 市内星アルミシースケーブル断面図

Fig.12.Sectional Diagram of Aluminium

Sheathed City Cable(StarQuad)
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第13 表二3,300V3cx150mm2防蝕暦 付加硫前後 の 性能

Table13.Effect of Curing on ElectricalCharacteTistics of3,300V

3Cx150mm2Corrosion-Proof Power Cable

絶縁轄抗〔Mβ/kmat200C)

加 硫 前i加 硫 後
色 別

一電 停 力 率

加 硫 前 l 加 舐

1.9ⅠくⅤ 3.81くⅤ;4.75kV11.91(Ⅴ 3.81くⅤ!4.751くⅤ

第13図 0.5mmlOO対市内星ア/レミシースケーブル

Fig.13.0.5mmlOO Pairs Aluminium Sheathed

City Cable(StarQuad)

1･アルミを被鉛と同じようにケーブル心上に直援被

覆する方法(主として独乙で研究されている)｡

2･長尺のアルミパイプを予め作っておき､このアル

ミパイプにケーブル心を挿入しさらにダイスによつ

て所定の外径に る方法(英国ジョこ/ソソ･アソド･

フィリッブ杜が採用している)｡

日立袈作所に於て今回製作したアルミシースケーブル

は後者の方法によったものでその構造は第13図､寸法ほ

弟川表に示すとおりである｡

なお今回のアルミシースケーブルの諸性能について

は､別の機会に詳しく ベる予定であるが､従来の鉛徽

ケ㍉-ブルに比較して､一般的な特長として次のようなこ

とを挙げることが出来る｡

(1)軽量である為運搬､布設などの取壊いが容易で

ある｡

(2)樅械敵城度､特に耐振性､耐張性が優れている｡

(3)架空ケーブルとして耐蝕性が良好である｡

(4)訪苓

第14

蔽効果が大である｡

0.5皿mlOO対市内星アルミ シ′･一ス

ケーブル構造表

Table14.ConstructionofO.5mmlOO Pairs

Aluminium Sheathed City Cable

(Star Quad)

厚 さ(皿m)!外径(mm)

､
､
､レア寸

1.2 17.5

億 ガ ス 庄 ケ ー ブ ル

Low Pressure Gas Filled Cables

かねてより製作を進めていた低ガス圧ケ㍉-ブルの試作

品がこの程完成した｡

このケrブルは静電 された娘心の捻合せ間隙にガ

ス通路を設け0･7乃至1･2気圧の中性ギス(窒素ガスが

一般に使われている)を封入したもので､ガス圧により

ケーブル絶縁物に発生せる気泡の膨脹を防止し､更にガ

ス圧の変動を看視することによって､ケrブルの鉛硬の

外傷を早時に発見出来る

である｡

気的に信頼度の高いケーブル

日立製作所がこの度試作した低ガス庄ケーブルを第14

図に示す｡

試作ケ←ブルに対してほ引続き各種の性能を測定して

おり他の機会に発表する考えである｡

第14図 22,000V3×150mm2低ガス圧ケrブル

Fig.14.22,000V3×150mm2LowPressureGas

Filled Cable
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巻線及び絶縁電線

Magnet Wires andInsulated Wires

特殊マグネットワイヤ

SpecialMこagnet Wires

のマグネットワイヤへの応用ほ専らガラス巻

線に重点がおかれていることは､米国のみならず本邦に

於ても同様である｡しかし皮膜が導体に 固に接着して

け る 日立技術の成果

第15表

Table15.

珪素樹脂ジメット線の性能

Properties of Silicon Resin

Insulated Dumet■Wires

試 験 項 目 試 験 結 果

ピンホール数(12V)

屈 菌 性

伸 張 性

5m にて零

導体径の2～8倍屈曲で亀
裂

5%伸張にて亀裂

機械的特性にも優れた珪素樹脂エナメル繰を作ることが

出来れば､それほ占積率がよぐ⊂耐熱性の高いことと柏

俣って利同価値の高いマグネットワイヤとなる｡問題は

どのような珪素樹脂ワニスがどんな導体表面条件のとき

に強周でかつ均一な皮膜を構成することが出来るかとい

う点にある｡

日立製作所に於てはこの方面の基礎研究を行ってギ

り､一応この珪素樹脂エナメル練を製作し現在電気機器

の応間面の検討を待つ段階になっているので27年度の

業績の一部としてこゝにに紹介することゝする｡

珪素韓脂ジメット線

ジメヅト線は周知のように電球並びに小型真空管用導

入線として広く使用されている｡このジメット繰ほ導体

表面が亜酸化銅であるので珪素樹脂の導体への接着が良

くなり製造が割合に容易である｡そこで米国製DC996

を0･26mm径のものに塗布焼付(皮

た一例を第15表に京す｡

厚0.026mm)し

即ち上記結果から判るように一応油性エナメル線のよ

うなピソホrルの少ないものを製作することが出来た

が､屈曲性､伸張性が著しく劣り､絶縁耐力は約1/4に

過ぎなく､耐溶剤､耐油､耐薬品性もやゝ劣っている｡

但し常温時の耐磨耗性ほ同程度といえる｡従ってホルマ

第15図 珪素樹脂ジメット線(向って左)

珪素樹脂エナメル線(向って右)

Fig.15.SiliconResinInsulatedDumet Wire

笹eft)Silicon ResinInsulated Cop-

perWire(Right)

絶縁耐力(撚合法)

常 温(Ⅴ)

1500C6hr後

賢覧(崇㌔95霊)
常 温(同数〕

1500C6hr後

耐 ?容 削 性

メ タ

タ ノ ー /レ

ン ブ ー ル

ガ リ

セ

リ ン

ト ン

ベンゾー/レ 5C〉+

エ･タ ノ ←･ル 50

耐 油 性
(1000C変圧器油)

耐薬品性硫酸

苛性ソ ヽノ
)1201

1

二
ニβ
.
β
.

∴l＼′し

ダ∴

l/.■..■■■′5～

僅に剥離

し雲霞大部分剥離
1～5hr

僅に剥離

し実競漕離
./1～24hr
し大部分剥離
/1～24ilr

l僅に剥離
1～5hr

大部分剥離
24br

完仝剥離
1～511r

大部分剥離
24hr

完全剥離

離刹

h
↑
僅
h
r

-

.
い

大部分剥】雉

離

離

爪

1-5llr

大部分剥離
24‡1r

完全剥離
1～5Ilr

大部分剥離
24br

完全剥離

/1br
し 完全剥離
/1～24br

し大部分剥離
1～5llr

大部分剥離
24br

完全剥離

ノ′ノ1hr
し 完全剥離

rhl

大部分剥離
r｢.31

完全剥離

大部分剥離
24Ilr

大部分剥離

ール繰､ポリアミド練に比べてなお性能が劣り未だ改善

しなければならない幾多の点がある｡

珪素樹脂エナメル線

次に珪素樹脂の種類即ちメチルクワロシラソ系のもの

で Mt/Siを1･31.351.4 の3段帽忙変え､導体が

0･5mm径の裸銅線の場合と､亜酸化銅を作った場合の

珪素樹脂エナメル繰について皮膜が剥離するまでの捻回

剥離数(掴み間隔200皿m)をこれまでのエナメル観で

行ったと同様な方法で測定したところ第l占囲のような結

果となった｡
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の本質的な性質から､線径が細くなれば横巻作業は難し

くなるが 0･4mm 程度までの細物の製造にも成功して

いる｡

しかし､米国のようにH級絶縁として用いるためには

グリブタルワニスでほこの目的を果すことは出来ない｡

郎甜■+.郎ガ

第16図

Fig.16.

♂戊ガ β〟ケ ♂♂〝

皮膜厚

珪素樹脂エナメル緑の捻回剥離数

Torsion Number of Silieon Ename11ed

Wires

即ち皮膜厚が大きい程皮膜が剥離し易いが導体表面を

亜酸化銅とすることにより､性能ほ向上し皮膜は油性エ

ナメル線の1/2とすることが出来る｡また概してMt/Si

の値が大きい程エナメル繰用には良いようである｡

このように単なる裸銅線でほ珪 樹脂エナメル線の製

造は困難であるが､導体表面を亜酸化銅にすることによ

って､一応珪素樹脂系のエナメル線を

来る｡

今後更に

造することが出

体の表面条件と珪素樹脂の組成を十分に吟

味検討しなければならない点を残しているにしても､こ

の珪素樹脂エナメル線は本邦に於て日立製作所が初めて

製造したものである｡

ガ ラ ス巻線

最近 気機器方面からガラス巻線への関心が高まって

その需要ほ増大する傾向になってきているので､日立製

作所はこの要求に応ずるため社内 磯部門ならびに他の

紡績会社と緊密な連絡をとって質の向上を図ると同時に

これが量産化の実現に努めてきたが大体所期の目的に到

j重することが出来た｡

ガラス巻線の性能は 布焼付するワニスの種英知こよつ

て左右されるが､これだけでほなくガラス緻維に含まれ

ているアルカリ金属､紡糸の際の潤滑剤の種須や量によ

っても異なる性能のものとなると共に作業の難易に及ぼ

す影響も大きい｡即ち含有アルカリ金属や潤滑剤の量が

多くなれば紡糸作業横巻作業ほ容易になるが性能が低下

するので､これは極力少いことが望ましい｡

日立製作所ほ横巻法及び耐熱ワニスの焼付法などの改

良によってアルカリ金属0･5%以下の無アルカリ繊維で

放度が細く､また潤滑剤を極度に少くして製作されたガ

ラス糸を使用して所望の性能のガラス巻線を

CC(二重綿 銅線)と同一被 厚

作し､D

みで均一性のあるもの

を数10t生産の実績をあげている｡またガラス繊維白身

欝17図 ガ ラ ス 巻 線

Fig.17.VariousKindsofGlassCovered

W王res

常
温
常
湿

J 〟
t材

処王聖時間(有)

､1
J挽7 戯野

絶
縁
堰
抗

第18図 温度処∋聾時間 と 絶縁抵抗

〔40〇C､RH90%)

Fig.18.RelationbetweenInsulationResistance

andTransaction TimeinHigh Mois-

ture(at40CC RH90%)
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このためには珪素樹脂を用いる必

要があり､日立製作所では先きに

珪 樹脂製造に関する特許問題を

解決して本格的な研究を進めてい

る｡即ちエチルクロワシラソとメ

チルクワロシランの加水分解生分

の比較､またこれらの二塩化物と

三塩化物との割合の効果及びMt/

Siの比の変化が性能に及ぼす影響

などについて検討を加えるととも

に､これらの検討を加えたガラス

巻線を高温(2200C)高湿(RH9P

%)下の電気的､機械的性能を吟

味した結果､ほぼ珪素脂樹ガラス

巻線としての結論を得られ､その

一部についてほ

立

気学会誌及び目

論に発表している｡

ゝに日立研究所襲の珪素脂樹

と米国製の珪

年度に於ける

絶
縁
抵
抗
眈
々

′
/
1
1

日立技術の成果
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第19図 高 温(2200C)処理 時 間 と 絶縁 抵抗

Fig･19･RelationbetweenInsulation ResistanceandTransaction

TimeinHighTemperature(at2200C)

mmの二貢ガラス 繰匿塗布

焼付したものゝ特性の一部を比較した｡(第18図及び第

19図参照)図より明かなよ 立日に

と
｢
ノ
.

ものは米国製の

ものに比べて決して遜色がない｡

このように吟味された絶縁材料を使用したガラス巻線

は尖頭負荷のかゝる

れる坑内､

二方面の

いる｡

気

動機､高温高湿下で使用さ

齢舶月]電気機器､乾式変圧器または化

機器などに使用されてその有利性を発揮して

出

Lead Wires

線

ネオプレンシースロ出線

この[りH線は第2咽に示すように絶縁ゴムの保護被覆

として､耐候性並びに耐老化性に優れたクワロブレソ釆

合成ゴム(ネオプレソ)を用いた しい口出練で､従前

からこの電線で問題となっていた表面 洩並びに耐熱耐

老化性を大巾に改善Lた所謂新機軸を劃した電線であ

●
､

従来の 気機器口出線は絶縁ゴムの外装として綿糸編

組の上iこ防7k絶縁性塗料を施したものが採用されていた

が､このような外 は機械的特性及び耐熱､耐油性に十

分でなく､更に口出繰のように高い表面漏洩抵抗が要求

されるものでは電気的

多かった｡

とその信詔度に欠ける点が

ネオプレソロ出線ほこれらの諸欠点を効果的に改善し

たもので従来の口出陳に比べてつぎのような優れた特長

をもっている｡

(1)表面漏洩抵抗(表面耐電圧が)大きい｡

一般に電線の表面漏洩抵抗は最外層にある物質の表面

洩固有抵抗と表簡の平滑度とか清浄度などによって決

まるものであるが､ネオプレソシースは第1`表乃至卿7

衷に示すように従来の締粗の上に塗料を施したものに勝

り､また従来の塗料のように剥れるとか亀裂を生ずるな

どということがないので､表面漏洩抵抗が大きくなお長

期に亘って使用しても変ることがない｡

第20図 ネオプレン･ミ/･-スロ出線

Eig.20.Neoprene Sl-eathed Rubl〕er

Insulated Dynamo Lead Wire

第21図 ネ オ プ レ ン ロ 班繰の構

Fig.21･ConstructionsofNeopreneSheathed

RubberInsulatedDynamoLeadWire
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第16表 表面漏洩固有耗抗の比較

(於湿度50RH)

Table16.Comparison of Specific Surface

I-eakage Resistance

第17表 ネオプレンシrスと編観外装

との特性比較

Table17.Relation between Neoprene

Sheathed Wire and Cotton

Covered Braided Wire

(2)耐老化性に優れている｡

ネオプレソは初期の機械的強度ほ天然ゴム(60%)混

和物に劣るけれども老化が少いのでf

(3)耐熱耐油性に優れている｡

○

､.レ塙力度

ネオプレソは800C～1500Cの高温に耐えることが出

来なお油に対する劣化も少ないので電気機器の乾燥処理

その他に於ても何等問題がない｡

(4)端末処理が簡単である｡

従来の口出線では表面ラ 洩の点から端末処矧こ段剥き

を行わなければならないがネオプレソロ出線はその必要

がないので端末処理が簡単である｡

(5〕外径寸法は従来の口出線と同じである｡

ネオプレソロ出緑は外径寸法が従来の口出繰と同じで

あるから､従来の電気機器にその儀使用することが出来

る｡

なおネオプレンは現在我国で製造されていな㌻もので

あるが､日立製作所に於ては常時十分な量を準備してお

り各方面からの大量の需要に応じられるように態勢を整

えている｡

第18蓑

･Table18.

第35巻 第1号

珪素 ゴ ム 日 出線試験結果

The Test Results of Silicon Rub7光r

InsulatedLeadWire(600V,2.Omm2)

試 験 項 目 験 特 異 摘 要

耐電 圧試験

絶 縁 抵 抗
(MJ2/km)

表面漏洩拭坑

(MJ2/in2)

表面耐電圧試験

表面破壊電圧

破 壊 電 圧

A.C.1,500V/
1min,良

85

45

A.C.1,500V/
5min,良

29.5kV

181くⅤ

浸水1時間後

浸水12時間後

湿度95%,16時

間後

50mm間隔

50mm間隔

第19麦

Table19.

200DC,蕪老化試験結果

The Results of theHeat-Ageing

Test at2000C

抗 張 力

珪 素 ゴ ム ロ 出 線

Silicon RubberInsulated Lead Wires

珪素ゴムは一600～2500Cの極めて広い温度範囲で使

用に堪える驚くべき耐熱､耐寒材料である｡珪素樹脂が

発明されたため米国では 気機器用絶縁材料の規格が追

加され､無機材料と珪素樹脂を組合せて使用する所謂H

級絶縁体(最高使用温度175?C)の規格が制定されてい

るが､H を施した 気機番のゴム部分には珪素ゴ

ムを使用する必要がある｡つぎに有機珪素化合物の特長

として､温度による特性の変化が極めて小であり､例え

ば-600～2500Cの問で硬度の変化は25%以内であり､

-700C 迄は可掟性を失わない｡このように使用温度範

囲の広い材料ほ珪素ゴムの出現以前には想像もできなか

ったところである｡加えて 気的特性もすぐれ､耐湿性､

耐油性耐化学薬品性も著しく大きい｡たゞ抗張力､伸､

引裂感度等の機械的性質が低いため､今回製作した口出

線は珪素ゴム絶縁の上にガラス編粗を施し珪素樹脂ワニ

スで処理して補強してある､600V,2･Omm2 の口出線

についての試験結果を第18表に掲げた｡

この珪素ゴムロ出繰は特に高湿皮下の表面

対して優れた結果を示している｡

洩試験に
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第22図 珪 素

Fig.22.Silicolュ

Wires

つぎに珪素ゴム

ゴ ム ロ 出 線

Rubber Insulated Lead

縁層にガラス編組を施したものと裸

のまゝのものについて2000C､5日間の熱老化試験を行

った結果を第】9表に示した｡

耐燃試験を行うと､十分燃焼させても延焼せず､更に

燃焼iこよって炭化が起らずシリカの被滋が残るため絶縁

が破

の

されない特長がある｡老化試験後に試料を自己径

倍の径に巻いて屈曲 験を省い､更に浸7kして破壊

試験を行っても著しい低下ほ認められない｡

上記の口出練は竃軍用電動機を目的としたものである

が､珪 ゴムの特性を考慮するとその応用範

大であろう｡

は極めて

合成樹脂応用の絶縁電線類

Electric Wires hsulated with

Thermoplasties

ア ミ ラ ン被覆電線
AmiIan Sheathed Wires

最近米田で野外の電話通倍に用いているWD-1/TT軍

肘線ほ導体上をポリエチレンで絶縁被挺し､その上をナ

イロ∵ソで件護~被覆したものを使用している｡これはナイ

ロソの優れた機械∃勺特性を利用して野外における乱暴な

取扱いに耐えられるようにしたものである｡

一段に酸アミド結合(--CO,NH-)をもつ巨大な分

子をポリアミドと呼び､この中にほ次のものがある｡即

ち米国Du Pont社がナイロソ(こヌーLは専らポリヘキサ

メチレソアヂバミドである〕という商品名で市販してい

るものと､東洋レ←ヨソがアミラン(これはポリカブラ

ミドである)の商品名で市販しているものとである｡こ

のナイロ∵/とアミラyとの性質上の異なる点ほ溶融点が

違う以外ほ大きい差異ほない｡
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第20表 ア ミ ラ ン 被扁一議線の構造

Table20.Constructions of Amilan Sheathed

Wires

第21表

Table21.

抗張力及び伸び試験結果

Results of Tensile Strength and

Elongation Measurements

ナイロンおよぴアミラソは他の熱可塑性高分子物質に

比べて､従来の桂川旨よりもはるかに高くするどい融点を

もっており､融点以上で急に油状となる｡即ちそれぞれ

の融点はアミラソでは2150C､ナイロソ(♯10001)では

256DCである｡

日立製作所に於てほその押出加工法について研究を重

ねてナイロゾ及びアミラソ被覆電線を製造している｡つ

ぎに当社製のアミラソ被覆電線を第20表に嘉すものに例

をとってその性能を述べることゝする｡

(1)抗張力及び伸び

室温200C､相対湿度53%に於ける抗張力及び伸び

の試験結果は第21表の通りである｡なお参考までにポリ

エテレソ･塩化ビニル棟についても測定を行って比較検

討した｡

(2)衝撃特性

アミラソ被覆の耐衝撃の強さをみるためにアミラソ硬

磁電視の上に220gの衝撃棒を高さ50皿mのとろこか

第23図

Fig.23.

ア ミ ラ ン 被覆電線

Amilan Sheathed Wire
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第22表 耐 磨 耗 試 験 結 果

Table22.Results of Abrasion Resistance Test

第23表 加 熱 変 形 試 験 結 果

Table23.Results of ThermalDeformation Tests

ら落下させてこの :線被覆が破れるまでの回数を測定し

た結果､塩化ビニルを1とするとアミラソはその3･05倍

の耐衝撃力をもっている｡

(3)耐磨宗毛特性

被覆線について回転式耐磨耗試験器と60メッシュの

サンドペ←パーを併用して耐磨耗値を回転数で求めた｡

その結果は第22表の通りである｡但し磨耗部の回転ほ

53r.p.m.荷重ほ928gを使用した｡試験の結果ビニル

の耐摩耗性を1とすると､ポリエチレンが 3･6アミラ

ンは15.6 となり､アミラン被殻が機械的に高性能をも

っていることか明かである｡

(4)耐寒特性

製品を-300Cに1時間保塙した後日己径の6倍の

丸棒に巻付け試験した結果､ア;ラン徴覆に亀裂を生じ

ない｡

(5)加熱変形特性

恒温槽中に取付けた平行板型熱変形試験機で荷重500

gで実験した結果は第23表の通i)である｡但し予熱時間

30分､試験時間30分である｡同表に明かなようにアミ

ラン被覆 線の加熱変形特性は塩化ビニル､ポリエテレ

ソ練に比べてはるかに優れている｡

(6)耐老化特性

耐老化性も優れており 80〇C 457IlrS で抗張力は

6･25kg/皿m2で16%滅､伸びは425%で1%減の程

度である｡

第35巻 第1号

第24表 アミラン及び塩化ビニル混和物の

固有抵抗(虚しcm)

Table24.Specific Resistance of Amilan and

PolyvinylChlor亘de Com匹)unds

(7〕固有抵抗

アミラソ及び硯椙塩化ビニル混和物の代表的なものに

ついて､水銀

1分間充

極を使用しD.C.100Vを加え直偏法で

後測定した値は第24表に示す通りであって､

アミランの固有抵抗ほ墟化ビニル混和物に比較してやゝ

おとる｡

以上を給括して､アミラソ電線ほ耐摩耗性が非常に優

れていること､耐衝撃及び加熱変形特性が塩化ビニル､

ポリエテレソに比してはるかに優れている点が特長であ

るのでアミランの使用方法ほ内部にポリエチレン或は塩

化ビニルを使用して､その外層にシース用として

機械的性質の優れている点を利用するのが最も望ましい･

方法である｡野外通信用或は一時配線用として乱暴な取

扱いをするものに最も適当な電線である｡

野 外 通 信 線

Field Wire

野外通信線は戦時中我国でも九二式小被覆線の名称で

野動こ於ける通信線として多量に使用されたが､終戦と

共に需要がなく生産が杜絶えていた｡最近保安隊の誕生.

によって再びこの種の通信線の需要がおこり生産される

ようになったが､現在この通イ

作されるように変った｡

この種の野外通信線は野戦通

泉は米軍規格によって

に使用されるものなの

第25図JⅥr-130C 野外通信線

Fig.24.TypeJW-130C Field Wires
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第25表 各種野外 通信線

Table25.Kinds of Field WiTeS

第26表 野外通信線JW-130Cの構造寸法

Table26.Dimensionsof Field Wire(JW-130-C)

項 目

第27表 電 気 的

Table27.ElectricalCharactristics

験 項 目l規 格 値 測 定 伯

導 体抵 抗 試 験

(β/Loop mile〕200C

絶 縁 抵抗試験

(Mガ/1,000ft)200C

耐 電 圧 試 験

(Ⅴ/min)導体相互間

で､

819以下

2,000 以上

D.C.5(〕qV

l分間

645～682

1,125,000

～1_,690,000

異常なし

熱地帯の何れの野外にも架線されて苛酷な

取扱いを受けるから､次のように多様な性能が要威され

る｡
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亘ヰ
第25図

Fig.25.

野外通信線JW130-C の構造

Construct亨ons of Fleld Wire(JW

-130C)

第28表

Table28.

減 衰 量 験

Attenuation Charactristics

註:マックスウェルブリッヂによる測定億である｡

第29表 機 械 的 性 能 試 験

Table29.MechanicalCharactristic

註:平坦性

(1)

験(Lie Flat Test)

終車から繰をひ重出し張力を加へないで地上に置

いたと垂､繰のひき出し端から3ftの点と､終車

から100ftの地点の歴巨離が4ft以上はなれてはな

らない｡繰のくせをみる試験である｡

冷地に於て硬化亀裂することがなく､また暑

熱地に於てほ軟化しない絶縁体であること｡

(2)苛酷な取壊いを受けても容易に損傷しない機械

的強度をもつこと｡

(3)人力によって架線､撤収を行うので電量柔軟で

取扱いが便利であること｡

この野外通イ 泉として米国で使用されている 線は､
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絶縁物として天

さらiこ保

日 立 許

ゴム合成ゴム及び合成樹脂を使用し､

被覆として 合 樹脂や綿糸編粗などを施した

ものが一般的であるが､これらの絶縁物と保護被覆との

組合せは使用場所や 気的性能などにより第2`表のよう

なものがそれぞれ採用されている｡

日立製作所で今回保安隊に納入したJW-130C は上

記の諸条件を満足させるた動こその構造は錫メッキ軟鋼

繰1本と錫メッキ銅線6克とを同心 り合せ､そ

の上に絶縁性能の高いポリエチレンを被覆し､これを2

り合せたものとした｡その構造寸度は第25図及び第

2`蓑に元す通りである｡

(1)電気的性能

保安隊をこ納入のこの野外通信線の 気 験は保安隊

及び米軍仕様の両者によって行ったもので､その性能は

第27表及び第28表に示す通りである｡

(2)機械的性重臣

この通信線ほ野厳に使用されるので木に縛りつけたり

華馬に踏まれたり苛酷な取扱いを受けるので前述のよう

に高度の機械的強度をもつことが必要である｡この要求

に対する日立 作所製品の性徴ま第29表の通りで極めて

高度の性能をもっている｡

日立製作所の野外通 云線JⅥし130C は以上述べたよ

うに極めて優れた通信線であるが､合成樹脂の進歩に伴

いさらに機械的強度の優れたナイロソジャケットを施し

たJWD-1()/TTに移行する 勢にある｡日立製作

所においても鋭意研究を毒ねた結果ナイワニ/ジャケット

の押出しに成功し､己に工業的生産の準備を完了し万全

の態勢を整えている｡

ビニルシースゴム絶縁電線

P･V･C･SheathedRllbberInsulated

CabIes

近時ゴム絶縁ビニルシ㌧【ス 線の使用が各方面で坂上

げられるようになってきた0このゴム絶縁ビニルシース

線ほ絶縁ゴム上の綿糸編組またほ鉛被の代りにビニル

シースを徴 したもので､鈴被繰に比べて重量が軽く価

絡も低廉であり､また編粗放に比べては表面 洩抵抗が

大きく､耐燃性､耐老化性及び耐水性に優れた特長をも

っている｡

日立製作所に於てほ既に扇風機コード､電気機器口出

線､沿舶用 線､及び車哺用電線など各種のものに応用

し､それぞれ好評を博しているが､こゝには専制開

と電気機器口出線忙ついて紹介することゝする｡

ニ事商用及び 気磯鰐口出用ゴム絶縁ビニルシース

線の構造乙･ま第28図に示すようなもので､その特長は以下に

述べる通りである｡

.■~･▲-､

前川 第35巻 第1号

第26図 ネ オ ン 管 灯 用 電 線

Fig･26･Neon Gas Sign Tube Cable

(P･Ⅴ･C･SheathType)

第27図

Fig.27.

1,500V200mm2車輌用ビニルシー

ス電線

1,500V200mm2SingleCoreRubber

Insulated P.Ⅴ.C.Sheathed Cable

導体(可棲領メッキ然線)

絶縁ゴム

第28図

Fig.28.

ゴム引続テープ

ビニールシース

ゴム絶縁ビニルシ‥-ス電線の構造

Constructions of P.Ⅴ.C.Sheathed

RubberInsulated Wire

(1)表面漏洩抵抗が大きい｡

ゴム絶縁編組口出繚などに於て従来問題となっていた

表面漏洩拭杭がビニルシ㌧-スによれば完全に解決するこ

とが田来る｡

即ちどニルシースは表面が平滑で耐吸湿性､耐候耐老

化性に放て､編現に塗料を施したものより遥かに優れて

いるので､このような欠陥を完全に除くことが出来､な

お長期に亘って使庁‖ノてもその性能を維持することが出

来る｡
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(2)耐候耐老化性及び耐オゾン性に富んでいるので､

絶縁ゴムの保護シースの役目を充分に果すことが出
●

(3)機械的強度に放ては

ど変ることがないので

(4) 塗である｡

壬!捌こ

原産

二亘つて使用しても殆ん
ー∨

塙カ

その他この電線に於てはビニルの特長である色別容

易､軽量でまた耐アルカリ性などに優れている性能をも

っているので､今後車禰用､ 鰐口出用として将

性のある電線であるということが出来る｡

インバービアス船舶用電線

RⅦbberInsl】1atedImpervious and

Armored Cables

最近船舶月∃ と向傾の線

成ゴムを使用した所

してビニルシース若しくは合

インパ←ピアス型(AB,NIく規格)

とかHR塾(ロイド規格)の電線の要求が増大してきた

ことが挙げられる｡

この種の 及びロイド規格には既に規格

化されているが､我国では比較的新しい型の船舶用

である｡周知のようにこの

すような

線

線は第29図及び第30図に元

造のもので､次に述べるような優れた特長を

もっているので､今後の船舶月∃電線として拍∃持されてい

る｡

(1)重量が軽い｡

船内配線に用いる

線の

線の量は実に膨大となるので､

量を出来るだけ軽いものにするということが大き

な閉廷となっている｡インパ←ピアス 一線はこの目的に

最も適合するもので､第30表に示しているように被鎗電

線に較べ約68%～35%の重量で極めて軽い｡

(2)可揆性に富みなお耐屈曲疲労性､耐衝三勢陰にも優

れている｡

塩化ビニル及びクロワ7qレーン合成ゴムは何れも鉛に

比べ弾力性や可綻性に富むので､これらをシースに用い

た 線ほ被鈴シースのものに較べ､可躍性､耐屈曲疲労

性及び耐衝

(3)

性に優れた特性をもっている｡

○るあで性

クロトロブレーソ釆ゴム及びどニル混和物は何れも耐燃

性であり､∠特にビニルに於てほ従来の電線に見ることが

出来ない高度の耐 性をもっているので船舶用電線とし

て最も望ましいものである｡

以上述べたようにイソバービアス電線は船舶用電線に

適した優れた特長をもつものであるが､さらに_賢源的に

も不足勝ちな鎗に比べ有利であり､今後ますます需要が

増大するものと期待される｡

第29図

Fig.29.

第30

イ ン バ ー ビ ア ス 船舶用電線

RubberInsulatedImpervious and

Armored Cables

TRL と TRIの重量比敏表

Table30.Weight Comparison between

TRI.and TRI

日立製作所に於ては既に多量のインパrピアス電線を

製造して各方面の需要に応じているが､さらに需要家各

位の協力によってこq)種の

たいと念膜している｡

線の開発普及に努め
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導体

絶級コム

コム引絶テープ又は編組

ノ存
在

コム引続テープ

ビニル又比ネオプレンシース

網代外装

第30図 3心ゴム絶縁インノヾ--ヒアスシ‥-スケ

ーブル(TRI)の構造(AB規格)
Fig･30･ConstruCtionsofThreeConductors,

RubberInsulatedImpervious
and

Armored Cable(TRI)(American
Bureau of Sbipping)

第31図

Fig.31.

単 心HR型ケ rブルの構造

ConstnlCtions of HR Type Cable

(Lloyd'sRegisterofShipping)

合成ゴム応用の絶縁電線

Synthetic Rubber Sheattled Rubber

Insulated Wires

耐油性キャブタイヤケープノし

Oil-Resistant Cabtyre Cables

合成ゴムは天然ゴムに比べて一般に耐由性､耐熱性及

び耐老化性などに優れ外国に放てほ広く電線用として実

用に供されているが､日立製作所に於てもこれが試作研

究の上鋭意実卿ヒに努めた結果その特長を発揮し得て各

方面の需要に応じつゝある二

合成ゴムの中でもアクリロニトリル･フナタデュソの共

重合体は耐油､耐摩耗性が特に優れており､日立製作所

が最近製作して某所をこ納入した油輸送車配線用のキ1･7

タイヤケ←ブルもケrブルシースとしてアクリロニトリ

ル･ブタヂ丁ソの共重合体を佐川したものである｡これ

ほ米国Goodrich社製のハイカr OR-15で耐油､耐熱

性に優れた性能をもっている｡

以下ほハイカーOR--15を使用した耐油性キャブタイ

ヤケ㍉-ブルについてその構造並びに性能について大要を

紹介する｡

ーー322

第35巻 第1号

第32図 耐油性キャブタイヤケーブル

Fig.32.Oil-Resistant Cabtyre Cable

第31表 ノ､イ カ
ーORの性質

Table31.Properties of Hycar OR

項 目 ノ､イ カ ー

OR-15
ノ､イ カ ー

OR-25

比

イ几

持

重

張 力(kg/mm2)

(%)

固 有 抵 抗〔βcm25〇〕

絶 縁 耐 力 (Ⅴ/milう

透 竃 恒 数 〔60～)

膨

i閏

慶

灯 油(皆済百分率)

ガ ソリ
ン(容積百分率)

ベン
ゼン(容積百分率)

アセト
ン〔容積百分率〕

アル∵J･-ル(容積百分率)

四塩化菜素(容積百分率)

潤 滑 油(零積百分率)

最高使用温匿(OC〕

耐 磨 耗 性

デ ィ ロ メ 一 夕 石更度

-5～+10

-5～+10

-75～+125

+100～+200

十3～-十10

+25～+ 40

-15一-･･十10

120～140

優 秀

10～100

-5～十15

-5-+15

+100～+150

+150～+250

+3～+10

+35～十50

-15～+15

120～140

優 秀

10～100

アクリロニトリル･ブタヂエソ共重合体の性質

ブタヂェンとアクリロニトリル共重合体は製造会社に

よってハイカー OR,ケ

いる｡

口二立

rich社

ガムなどの商品名で呼ばれて

作所で使用したものほ前述のように米国Good-

のハイカ← OR-15でアクリロニトリルが 45

%で耐油性ほ最上級のものである｡また耐熱性卜耐老化

性放び耐 性も良好であるが､たゞニトリル基(-CN〕

があるために` 気∃勺性育巨ほ期待出来ない｡従って絶縁ゴ

ムにく･･㌃乍適当であるが保 被覆には優れた彗寺性をもって

いる｡第31表にアクリロニトリル･ブタヂェソ共重合体

であるハイカー ORの性質を示した｡
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第32表

Table32.

導 体

第33表

Table33.

耐油性キャブ

Constructions of

絶 縁

ダ イ ヤケrブルの構造

Oil-Resistant Cabtyre Cables

ゴ
耐
油
性
キ

ャブタ イ ヤケーブルの性能

Characteristics of Oil-Resistant Cabtyre Cables

323

キャブタイヤゴム

第32表で判る通りアクリロニトリル･ブタヂェソ共重

合物ほケトン類例えばアセトンのような溶剤以外に強く

耐油性をもっている｡灯油､ガソリン､潤消油及びアル

=l′-ルなどになら高温度でそれらに浸漬させても膨潤は

極めて小さく､ベンゼソ､四塩化炭素などに対しては飛沫

を浴びる程度ならば実用上問題がないと考えられる｡

構 造

今度某所に納入した耐油性キ1･ブタイヤrケrブルの

主要構造は第33図並びに第33表に示す通りである｡

第33図に示した通り線心間隙に絨斗を介在に入れて断

面を円形にし､この上にキャブタイヤ混和物を円筒状に

被覆したもので通称ジャケツト型と呼ばれているもので

ある｡

八イカー併一〝混和物
(シースゴム)

綿テープ押え農き

介左械斗

天然ゴム混和物(絶縁ゴム)

紙又は綿糸押え巻き

録メッ干軟鋼横線

第33図 耐油性キャブタ イヤケ rブルの

構造

Fig.33.ConstructionsofOil-ResistantCabtyre

Cables
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性 能

納入先の要請によつで性能試験ほSAE親格(米国自

動車､航空機用ゴムの規格)に基いて実施した｡なお天

然ゴムを使用した現用キャブタイヤケーブルも参考まで

に比較試験した｡

その結果ほ第33表を;示す通りであるが､耐油､耐磨耗

性に於てほ天然ゴムに比べ遥かに優れた特性を示してい

る｡また抗張力､伸び及び耐熱､耐老化性なども良好で

当初危惧されたSAF規格SB級625に十分合格した｡

以上の通り某所に納入した3.5mm2×4C耐油性キャ

ブタイヤケ←ブルをその一例として京したが､これ以外

にもJIS,C-3302キャブタイヤケrブルの2種と同一で

ある充実 は勿論､3種および4種に相当するものも製

作している｡

従来の天然ゴム使用のキヤフータイヤケーブルでほ耐

油､耐摩耗性の不足であるとする処に､この耐油性キャ

ブタイヤケーブルが適当している｡

耐燃性キャブタイヤケーブル

Flame-RetarlingCabtyre Cables

従来のキャブタイヤケrブルは耐磨耗性､耐屈曲性及

び耐衝撃性などの機械的強度に優れているので､鉱山､

工場､農村などの移動用電気機器の導線として広く使用

されているが､その反面このキャブタイヤシrスほ天

ゴムを主体としたでム混和物であるので､

耐油､耐老化性にやゝ不十分な点がある｡

善した

耐:
､耐熱､

性キャブタイヤケrブルほこのような諸欠点を改

線として日立製作所ほ推奨しているもので､そ

の構造及び特長は以下に述べる通りである｡

(1)構造寸法

構造ほ第35図に示す通り従来のキャブタイヤケ㍉-ブル

のキャブタイヤシ㌧-スの代りにネオプレンを被覆した

もので､その寸法ほ徒来のものと同じである｡

(2)耐燃性に優れている｡

このケrブルほ天然ゴムに比べて耐燃､耐熱性に優れ

ているネオプレソシトスを用いているので耐燃性が大

きい｡

(3)耐油性が大きい｡

ネオプレソキャブタイヤシ㌧-スほ天然ゴムキャブタイ

ヤシースに比べて約2倍性能が優れている｡

(4)耐老化性が極めて大きい｡

ネオプレンは天 ゴムに比べ耐老化性が大きく､従つ

てこれをシrスに用い l性キャブタイヤケーブルは

従来のキャブタイヤケrブルよりはるかに大きな耐老化

性をもっている｡

第3`図はネオプレソキャブタイヤシースと天然ゴムキ

第35巻 第1号

第34医Ⅰ3･5mm2×3C第二種 耐燃性キャブ

タイヤケ←ブル

Fig,34.3.5mm2×3CGradeNo.2 FlameT

Retarding Cabtype Cables

第35図

Fig.35.

導体

敵テープ又は錦糸壊巷

絶縁ゴム

クロロブレーン合成ゴム

耐燃性キャブタイヤケーブルの構造

ConstruCtions of Flame,Retarding

Cabtyre Cable

､

､

∠ノ フ J耳
/ガ ノ:〟

/〃 膨

老化討㌍時間

第36図 天然ゴム視びネオプレン原料にしたキャ

ブタイヤシ‥-スの120つC熱望気老化結果

の例

Fig･36.HeatAgingTestat120つC,Comparison

Of NaturalRubber Sheathed and Neo-

prene Sheath
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ヤフータイヤシ←スの耐老化性の＼比較を示したもので､図

に明かなようにネオプレソは初期に於ては天 ゴムより

抗張力は低いが､殆ど老化がないので約96時間で天

ムと同等になり､更にその後の老化に於てほ天然ゴムよ

り相対的に高い抗張力を保孝寺することを示している｡

以上述べたように耐; 性キャブタイヤケーブルは多く

の特長をもつネオプレンをキャブタイヤシrスとして用

いたもので日立製作所ほ既に各方面に納入している｡

ド レッヂヤー ケー ブル

Dredger Cables

陸上の電源からう変諜紛までの に用いるドレッ

ヂャーケーブルとしては従来第38図のような構造のもの

が広く使用されている｡しかしこの構造のものでほキャ

ブタイヤシースの耐候､耐オゾン及び耐老化性が不十分

であり､また麻糸編組に 料を施した外装も耐蝕性に劣

るためケーブルの寿命を著しく短いものとしている｡

周知のようにドレヅヂヤrケーブルほ強い日光の直射

のもとで絶えず河水または海水などで乾湿の繰返しを受

けるものなので､上述の保護外装でほ数箇月を経ないで

剥脱するほどに腐蝕してしまう｡また絶縁ゴムの補張と

して被乾するキャブタイヤシ←スも､このような条件の

もとでは著しく老化が促進され､更にコロナ発生が加わ

ってシースに亀裂が生じて使用不能に陥ることが多い｡

日立製作所製のドレゾヂrケrプルほこのような欠陥

をネオプレンまたはビニル系混和物を用いて改良したも

ので､その種 室は構造によって第39囲放び第40図に元し

た3種に分けている｡

第1種と第2種とは外部シースの材質によって分け第

3種ほ第2種のケ㍉-ブルの上に､さらに保護物として編

組にアスファルト塗料を施したものを被雀呈し､なお第3

桂の編組は従来用いていた綿糸 組の外装で差支えない

が､耐蝕性能をさらに要求される向にはポリアミド系合

成繊維(ナイロ∵/糸等)またはガラスのような無機質級

で締組した保 とすることにしている｡つぎに改良

ドレヅヂヤr･ケ∵-ブルと ミのケrブルとの耐オゾン､

耐候性とを比較し､これを第41図及び第42図に示した)

第37図 ドレツジャーケーブル

Fig.57.Dredger Cable

325

キセヲサイヤシース

第38図

Fi皇;.38.

従来のドレソヂヤrケーブル

Old Type Dredger Cable

舞39図 節桓l第

種種12仁･

2樺ドレゾヂ十･･-ケ←ブル

妄言告ご;;｢ス)
Fig.39.NeopreneSheathorP,V.C.SheathType

第40図

Fig.40.

第3種ドレヅヂャーケーブル

Neoprene Sheath Braided

Type Dredger Cable

ネオプレソ

第41図

Fig.41.

†天然ゴム

オ ヅ■ ン′ 言式J験 比 較

Comparison of Ozone Tests
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(A) (B)

〔C) (D)

第42図 耐候性試験の比較 水銀灯照射24時間径

(A)(B)天然ゴム混和物

(C〕(D)ネオプレンゴム混和物

Fig.42.Comparison
of Weather-Proof Test

伸 銅 及 び 裸 線

Copper Bars and Bare Wires

銅心 ア ル ミ 撚線

Alumimium Cable SteelReinforced

鋼心アルミ 線(A･C･S･R･)は鍋原料の世界的逼迫と

いうこともあるが､その本質自勺利点として 気的並びに

機械都性静こ優れ且つ経済的にも有利であるので､超高

圧送電線用として重要な地位を占めている｡

日立製作所に放ては20数年前よりアルミ 祝の研究

を行い､既に戦前に於て多量のアルミ線､硬アルミ撚操､

鍋心アルミ 線及びアルミ合金線の製造を行っていた｡

戦時中これらの製造設備ほ戦災を受けて一時製造を中止

していたが､昭和27年初頭にアルミ電線の製造設備を

復旧して生産を再開し需要家の要望に応えておる｡生産

の再開に当って特に留意した処は過去の経験から銅線加

工場と全く分離したアルミ線専用の展延工場､伸繰工場

及び撚線工場を新設して銅の混入並びに附着によるアル

ミ線の耐蝕性その他の劣化を防止した点である｡

生産再開後3箇月問のうちに昭和電工約90mm2鋼心

アル ミ 線､東京都交通局椚590皿m2硬アルミ

び国鉄網500mm2硬アルミ

線及

約100tの製品を

納入し､なおこれに引続いて従来の条長より 20-30%

長い条長の160mm2銅心アルミ撚線(30/2･6Al十7/2･6

St)及び240m工n2 銅心アルミ

St)の製造を行い､こゝにアル

線(30/3･2Al+7/3･2

造の態 を確立

した｡以下鋼心アルミ撚線の成果について概観すること

ゝする｡

アル ミ梓の品位

一般にアルミ線ほ使用するアルミニウムの純度が低い

もの程耐蝕性並びに導電率が悪くなるが､その反面抗蔵

力が増大する｡しかしこれほ純度だけで制約されるもの

ではなく､含有する不純物の囁

く左石される｡

放び量によっても大き

許 第35巻 第1号

第43図 鋼 心 ア ル 放 線

Fig.43.Å1uminium Cable SteelReinforced

第44図 昭和竃工納90mm2(6/4･3Al

十1/4･3St)鋼心ア/レミ路線

Fig.44･90mIが(6/4･3Al十1/4･3St)
A.C.S.R.

用使まで所作

99･8%のものとし導

するアルミニウムの品位を99･7～

率に悪影響を与えるTi,Mn及び

Ⅴを最′ト限に押さえ､またSiとFeの含有量の比をほ

ゞ1:1,のものであることを目標に於て 気的並びに磯

械的性能の向上を図っている｡第34表は日立製作所使用

の~アルミニウム樺の分析値の一例である｡

硬アル ミ 薫線の性能

日立アルミ線は第34表に示している純度の高いアルミ

樟を使用し､これをアルミ専用の展延工場で圧延して出

来た荒引繰を導電 を最良とする温度で焼鈍均一化した

稜､特殊の伸線方式で仕上げられたものでキズその他の

欠点なく､またその性能は第35表~放び第3`表に示す通り

何れも優れた値を示している｡

亜鉛メッキ鋼線の性盲巨

鋼心アルミ揮線の寿命ほ鋼線の二寿命に左石されるとい

われるほど銅線の性能ほ重要性をもつものなので､目立

袋作所は亜鉛メッキ鋼線の購入に当っては･†言用あるメr

カrを選定し､その上 重な立会並びに受入試験を行い

規格に完全に合格したものを床用している｡

第37表及び第38表ほ亜鉛メッキ鋼線の性能を示すもの

で､その値は何れも規格lこ完全に している｡
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第 34 表 ア ル ミ ニ ュ ム 樟の分析表

Table34. Table of Analysis of Aluminium Bar
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第 35 表 2.6mln 破ア ル ミ ニ ュ ム 素線の性能

Tat)le35. Characteristics of Aluminium Wire for A.C.S.R.

第 36 表

Tat)1e36.

3.2Ⅱ1m 硬 ア ル 素 線 の 性 能

Characteristics of3.2rmm Alunlinium Wire for A.C.S.R

第 37 表

Table37.

2.6mm 亜 鉛 メ
ッ キ 銅 線 の 性 能

Characteristics of2.6mm Ga7vanized SteelWire for A.C.S.R.

第 38 表

Table38.

3.5rnm 哺 三沿 メ ヅ キ 銅 線 の 性 能

Characteristics of3.5mm Galvanized SteelWire for A.C.S.R.
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第 39 表

Table39.

日 立二 評 論 第35巻 第1号

160mm2(30/2･6Al+7/2･6St)鋼心アルミニウム撚線の性能

Characteristiesof160mm2(30/2.6Al+7/2.6St)A.C.S.R.

第 40 表

Table40.

240mm2〔30/3･2Al+7/3.2St)鋼心アルミニウム 線の性能

Characteristicsof240mm2(30/3.2Al+7/3.2St)A.C.S.R.

鋼心アルミ撚線の性能

日立鋼心アルミ 線の性能は第39表及び第40表に示す

通り規格値に対して優秀な値をもっている｡

線一条の長さは､鋼線メーカーと緊密な技術的連繋

をとり在来のものより 20-30%長尺のものを作ること

に成功した｡従ってこのような長尺 線の】采用は架線工

事の際のジョイソト数を減少させて建設費を節減する許

りでなく､送電線の性能を高めなお安定のよいものとす

ることが出来る｡

線の線間々隙(笑い)についても理論的検討を加え

て製造しているので線聞に隙が少なくまた 臨の撚角を

大きくしているので寂扱上の変形が少ない特長をもって

いる｡

従来防蝕塗料としてほ一般に亜麻仁油系のものが使用

されているが､日立製作所に於てはより防蝕効果の多い

ビニル斉特殊塗料を施している｡

以上日立鋼心アル

た｡いうまでもなく

線の性能の概要について

線の生命は躁全長に豆つで性能均

ーで弱点のないことが必須条件である｡これは鋼心アル

練について掛こその重要性が大きいので日立でほ性

駈並びに均一性の優れた長尺 線を製作することを主眼

としているが､なお引続き鋼心アル

の研究を進めている｡

線に関する各種

特 殊 伸 銅

SpeeialCopper BaTS

lコ

ロロ

日立製作所は設備の改善､作業法の改良を累次重ねて

その品質､性離の向上を図ると共に､さらに短納期で価

格低廉の良品を供給する努力を けているが､27年度の

成果として一般伸銅品の他に特殊伸銅品として多量生直

に移行したものゝうち､加工用材料として雷管用銅条､

また導電用材料としては､特殊ロrクーパー及び耐熱整

流子片などがある｡以下これらについて述べることゝす

る｡

加工用特殊伸董同晶

加工用材料としては新製品の一つとして雷管用銅条が

ある｡この雷管用銅条は雷管材料として連続打抜､圧搾､

口拡底上をされるので､特殊な陸離即ち打抜陸離を良好

にするための適度の抗張力と､特に連続圧搾にたえるこ

との出来る伸びが要求される｡今回日本化薬へ納入した

雷管用 条について実施した試験成続値とJIS並びに

日立電線規格で規定されている規格値とを比較すると次

のようになる｡

雷管用銅条の機械白勺性質

抗張力(kg/mm2)伸び(%)

JIS 24以上 40以上
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日立電線規格…… 24以上 45以上

日化納0.37×49…‥.25.43 49.2

(註)日化納の数倍は納入品試験成績表中5樺類

の平均値とす｡

以上のようにその性能 秀であるが特殊作業法による

この葦寺殊成分の雷管用銅条の性能の向上にはなお一連の

研究を続行している｡

導電用特殊伸銅

竃用材料としては発

lコ

ロ白

機用ローターバー及び電動機

用耐熱整流子などがある｡

近年回転電機の性能向上を目指して回転数増加の傾向

と特殊用 のためそれらに使用するロr∵ダー㌧べ←､整流

子片などが､従来の純銅製品では温度上昇のため軟化し

て 故の一つの原因ともなってきている｡

この対策としで特殊微量元素(例えばAgO.05～0.20

%)を添加して導電率の低下を最小限にし､軟化温度を

3000C以上に上げることによつで性能を向上させてい

る｡日立嚢作所製造の回転

長尺物の特殊導

機のローターバーにほこの

用材料が用いられ､また整流子には耐

熱整流子片が用いられており､また広く一般需要家の要

望にも応えている｡

第45図 雷 管 用 銅 条

Pig.45.Copper Strip for the Percussion Cap

第46図 耐 熱 整 流 子 片

Fig.46.Heat･Resisting Commutator

Segment Bars

なお安価で効果的な材料については引続き研究を続け

ている｡

次ぎに日立電線規格｢耐熱整流子片｣の一部を抜零し

て紹介することゝする｡

日 立電線規格

耐熱整流子片(抜畢)

(1)耐 熱 性

この整流子片は 3000Cの温度に於て8時間以上加熱

しても教化しないものとする｡

その硬度はショアー硬度計により測定したとき次ぎの

規定に適合するものとす｡

断面上底厚さ

5.Omm未満……‥.

5･0以上1･00mm未満

10.0以上15･Omm未満

硬さ
(ショアr度)

15.Omm以上‥‥‥‥‥.

(2)導 電 率

JISC3001により試験を行いその導電

でなければならない｡

22以上

21以上

20以上

19以上

ほ96%以上




